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「
教
友
第
九
十
五
号
」
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

今
号
で
は
、
我
が
教
育
学
部
の
同

窓
生
で
あ
る
日
吉
亨
県
教
育
長
様
か

ら
は
、
埼
玉
教
育
の
現
状
と
動
向
、

そ
し
て
未
来
に
向
け
て
の
ビ
ジ
ョ
ン

を
、
新
た
に
就
任
さ
れ
た
戸
部
秀
之

学
長
様
か
ら
は
、
新
し
い
教
育
学
部

の
組
織
再
編
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
革

に
関
す
る
内
容
等
を
、
そ
れ
ぞ
れ
ご

多
用
の
中
、
玉
稿
を
お
寄
せ
い
た
だ

き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
同
窓
生
の
広
場
」
に
は
、
様
々

な
年
代
層
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
原
稿

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
互
い
の
交
流

の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た「
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
」

で
は
、
現
在
の
サ
ー
ク
ル
や
ゼ
ミ
の

様
子
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。特
に
教
師
を
目
指
す
皆
様
に
は
、

「
模
擬
個
人
面
接
を
通
し
て
」
や
「
後

輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
」
を
生
か
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
住
所
等
変
更
が
あ
り
ま
し
た
時
に
は
「
内
容

変
更
」
を

住
所
変
更
等
登
録
内
容
に
変
更
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
登
録
変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
度
住

所
不
明
に
な
り
ま
す
と
そ
の
後
の
連
絡
が
と
れ

な
く
な
り
ま
す
。

教
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
住
所
等
登
録
内

容
の
変
更
」
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

●
紙
ベ
ー
ス
で
の
会
報
の
送
付
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
終
身
会
員
の
皆
様
に
は
毎
年
「
教

友
」
を
送
付
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
度
発

行
の
「
教
友
」
か
ら
全
面
的
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
開
す
る
こ
と
と
な
り
、会
員
の
方
に
は「
送

付
を
希
望
す
る
か
否
か
」
を
お
伺
い
し
、
希
望

す
る
方
に
は
、
今
後
五
年
間
送
付
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

会
報
「
教
友
」
に
つ
い
て
は
、教
友
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
『
会
報
「
教
友
」』
か
ら
見
た
り
、

印
刷
し
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

ま
た
、「
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
で
は
、

教
友
会
の
主
な
事
業
の
紹
介
を
し
て
お
り
ま

す
。
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教
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
は
、「
教
友
会
・

埼
玉
大
学
」
か
、
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
可

能
で
す
。

埼
玉
大
学
か
ら
の
お
願
い
～
埼
玉
大
学
基
金
へ
の
協
力
の
お
願
い
～

編
集
後
記

事
務
局
だ
よ
り

令和 7年度
予定

　

埼
玉
大
学
で
は
、「
埼
玉
大
学
基
金
」
を
設
け
、
皆
様
か
ら
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
、
種
々

の
事
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、・
埼
大
み
ら
い
基
金
・
冠
奨
学
金
基
金
・
修
学
サ
ポ
ー
ト
基
金
で
す
。

　

本
年
度
も
、
多
く
の
団
体
や
個
人
の
方
々
か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
卒
業
五
Ｘ
周

年
同
窓
会
様
か
ら
も
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
埼
玉
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
埼
玉
大
学
基

金
・
ご
寄
附
い
た
だ
い
た
方
々
」
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
ま
す
と
、
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
総　
会

◇
令
和
七
年
六
月
二
十
一
日
㈯
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
（
予
定
）

◇
於
　
ホ
テ
ル
ブ
リ
ラ
ン
テ
武
蔵
野

◎
卒
業
五
Ｘ
周
年
同
窓
会

◇
詳
し
く
は
、
本
誌
　
二
十
八
・
二
十
九
ペ
ー
ジ
　
参
照

◎
埼
玉
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー　
十
一
月
下
旬
（
予
定
）

◇
於
　
埼
玉
大
学
　（
さ
い
た
ま
市
桜
区
下
大
久
保
）

◇
申
し
込
み
　
埼
玉
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
（
予
定
）

教友会（埼玉大学教育学部同窓会）会報令和 7年 2月25日 32

部
長
様
か
ら
は
︑

同
窓
会
）

実
践
総
合
セ
ン
タ
ー
内

た
ま
市
浦
和
区
常
盤
六
―
九
―
四
四

八
七
〇
三

a@
gm
ail.com

た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町

ミ
チ
Ｋ
Ｏ
Ｚ　

十
一
階

九
三
〇
〇

五
〇
〇
五

本
会
の
一
大
事
業
で
あ
る
「
卒
業

五
Ｘ
周
年
同
窓
会
」も
軌
道
に
乗
り
、

今
年
度
は
、
六
学
年
で
開
催
さ
れ
、

各
年
代
に
応
じ
た
話
題
で
盛
り
上
が

り
、
大
い
に
親
睦
を
深
め
ら
れ
た
よ

う
で
す
。

そ
し
て
、
今
年
度
の
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
の
学
部
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

本
会
顧
問
の
金
子
美
智
雄
氏
作
成

の
「
埼
玉
大
学
創
基
百
五
十
周
年
記

念
年
表
」
の
披
露
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
動
画
作
成
や
講

演
等
の
集
大
成
と
な
る
も
の
で
、
多

く
の
文
献
を
読
み
解
か
れ
、
幾
度
と

な
く
現
地
に
足
を
運
ば
れ
、
四
年
余

り
を
か
け
て
仕
上
げ
ら
れ
た
大
作
で

す
。
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

大
学
で
、
実
際
の
年
表
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の

皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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